
　
　
　
　
　

  

黒
澤 

亜
里
子
（
く
ろ
さ
わ 

あ
り
こ
）
先
生
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黒
澤
亜
里
子
先
生
の
略
歴
と
主
な
業
績

【
略　

歴
】

一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
九
月
二
一
日 

　
　

栃
木
県
栃
木
市
に
生
ま
れ
る

一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
四
月 

　
　

栃
木
県
立
女
子
高
等
学
校
入
学

一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
三
月 

　
　
　

同
卒
業

一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
四
月 

　
　

早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
入
学

一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
三
月 

　
　
　

同
仏
文
学
科
卒
業

一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
四
月 

　
　

法
政
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
入
学

一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年
三
月 
　
　
　

同
修
了

一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年
四
月 
　
　

法
政
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
博
士
後
期
入
学

一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
三
月 

　
　
　

同
単
位
取
得
退
学

一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
四
月 

　
　

沖
縄
国
際
大
学
短
期
大
学
部
国
文
科
講
師
、
同
大
学
文
学
部
国
文
学
科
講
師
を
兼
任

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
五
月 

　
　

那
覇
市
女
性
学
専
門
委
員
会
委
員
（
～
一
九
九
一
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
九
月 

　
　

琉
球
大
学
法
文
学
部
非
常
勤
講
師
（
二
〇
〇
九
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
三
月 

　
　

湯
浅
芳
子
の
会
設
立
発
起
人
・
常
任
理
事

一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
四
月 

　
　

沖
縄
国
際
大
学
短
期
大
学
部
国
文
科
助
教
授

一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
七
月 

　
　

中
華
人
民
共
和
国
東
北
師
範
大
学
、
平
成
四
年
度
沖
縄
県
人
材
育
成
財
団
国
外
派
遣
員

 

　
　
（
同
年
九
月
ま
で
）

一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
三
月 

　
　

博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
取
得
（
法
政
大
学
）

 

　
　

論
題
「
田
村
俊
子
研
究
―
『
両
性
の
相
剋
』
と
い
う
主
題
を
め
ぐ
っ
て
―
」
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一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
四
月 

　
　

沖
縄
国
際
大
学
短
期
大
学
部
国
文
科
教
授

一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
四
月 

　
　

沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
国
文
学
科
教
授

一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
四
月 

　
　

沖
縄
国
際
大
学
大
学
院
地
域
文
化
研
究
科
南
島
文
化
専
攻
言
語
文
化
領
域
教
授
を
兼
任

二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
四
月 

　
　

沖
縄
国
際
大
学
総
合
文
化
学
部
日
本
文
化
学
科
教
授

二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）
年
四
月 

　
　

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
社
会
学
研
究
室
、
国
内
研
修
員

 

　
　
（
二
〇
〇
三
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
四
月 

　
　

お
茶
の
水
女
子
大
学
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
内
研
修
員

 

　
　
（
二
〇
〇
五
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
四
月 

　
　

沖
縄
国
際
大
学
総
合
文
化
学
部
日
本
文
化
学
科
特
任
教
授

二
〇
一
九
（
平
成
三
一
）
年
四
月 

　
　

沖
縄
国
際
大
学
大
学
院
地
域
文
化
研
究
科
研
究
科
長
（
二
〇
二
一
年
三
月
ま
で
）

二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
三
月 
　
　

沖
縄
国
際
大
学
総
合
文
化
学
部
日
本
文
化
学
科
特
任
教
授
退
任 
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【
主
な
研
究
業
績
】

Ⅰ　

編
著
書

1 

『
女
の
首
―
逆
光
の
智
恵
子
抄
』
単
著　

ド
メ
ス
出
版　

一
九
八
五
年

2 

『
田
村
俊
子
作
品
集
』
全
三
巻　

共
編　

オ
リ
ジ
ン
出
版
セ
ン
タ
ー　

一
九
八
七
年
十
一
月
～
一
九
八
八
年
九
月

3 

『
逆
光
の
智
恵
子
抄
』
再
録
単
著　

学
陽
書
房
女
性
文
庫　

一
九
九
七
年

4 

『
占
領
と
文
学
』　

オ
リ
ジ
ン
出
版
セ
ン
タ
ー　

共
編　

一
九
九
三
年

５ 

『
沖
国
大
が
ア
メ
リ
カ
に
占
領
さ
れ
た
日—

８
・
１
３
米
軍
ヘ
リ
墜
落
事
件
か
ら
見
え
て
き
た
沖
縄
／
日
本
の
縮
図
』
編
著　

青
土
社

　

 

二
〇
〇
五
年

６ 

『
往
復
書
簡　

宮
本
百
合
子
と
湯
浅
芳
子
』
編
著　

翰
林
書
房　

二
〇
〇
八
年

７ 

『
田
村
俊
子
全
集
』
全
九
巻　

監
修
・
編　

ゆ
ま
に
書
房　

二
〇
一
二
～
二
〇
一
七
年

Ⅱ　

単
行
本
・
全
集
掲
載
論
文
等

1 

「『
婦
人
文
藝
』・
解
説
」（
復
刻
版
『
婦
人
文
芸
』　

全
十
巻
別
冊
一
、
不
二
出
版
）
一
九
八
七
年　

五

−

一
一
頁

2 

「
田
村
俊
子
・
解
説
」　
（『
田
村
俊
子
作
品
集
』
第
二
巻
、
オ
リ
ジ
ン
出
版
セ
ン
タ
ー
）
一
九
八
八
年　

四
二
七

−

四
三
七
頁

3 

「
田
村
俊
子
・
解
題
」（『
田
村
俊
子
作
品
集
』
第
三
巻　

オ
リ
ジ
ン
出
版
セ
ン
タ
ー
）
一
九
八
八
年　

四
二
五

−

四
四
三
頁

4 

「
夢
の
キ
ッ
チ
ン
・
吉
本
ば
な
な
論
」（　
『N

EW
 FEM

IN
ISM

 REVEW
 

』VO
L.1

学
陽
書
房
）
一
九
九
〇
年　

一
三
四

−

一
五
一  

 

頁

- 6 -



５　
「
少
女
た
ち
の
地
下
同
盟　

吉
屋
信
子
の
「
女
の
友
情
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『N

EW
 FEM

IN
ISM

 REVEW

』VO
L.2　

学
陽
書
房
） 

 
 

一
九
九
一
年　

八
一

−

九
五
頁

６ 
「
恋
愛
の
政
治
学　

屋
根
裏
の
少
女
た
ち
」（　
『
変
貌
す
る
家
族
２　

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
家
族
』　

岩
波
書
店
）
一
九
九
一
年　

  
 

三
九

−

六
〇
頁

７ 

「
近
代
日
本
文
学
に
お
け
る〈
両
性
の
相
剋
〉問
題
─
─
田
村
俊
子
の「
生
血
」」 （『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
日
本
史
』下
巻
、東
京
大
学
出
版
会
）

 

一
九
九
五
年　

二
五
九

−

二
八
八
頁

８ 

「
一
九
一
二
年
の
ら
い
て
う
と
紅
吉
─
─
「
女
性
解
放
」
と
レ
ズ
ビ
ア
ニ
ズ
ム
を
め
ぐ
っ
て
」（『
文
学
・
社
会
・
地
球
へ
』
三
一
書
房
）

 

一
九
九
六
年　

三
〇
九

−

三
二
七
頁

９ 

「
近
代
女
性
作
家
の
戦
略
と
戦
術
―
─
向
田
邦
子
を
読
む
」（『
沖
縄
国
際
大
学
公
開
講
座
３　

女
性
研
究
の
展
望
と
期
待
』
沖
縄
国  

 

際
大
学
公
開
講
座
委
員
会
）
一
九
九
六
年　

一
二
九

−

一
六
八
頁

10 

「
出
郷
す
る
少
女
た
ち
―
一
九
一
〇

−
二
〇
年
代　

吉
屋
信
子
、
金
子
み
す
ず
、
尾
崎
翠
、
平
林
た
い
子
、
林
芙
美
子
ほ
か
」（『
文

 

学
史
を
読
み
か
え
る
２　
「
大
衆
」
の
登
場
―
ヒ
ー
ロ
ー
と
読
者
の
20
～
30
年
代
』　

イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
）
一
九
九
八
年　

 
 

 

七
八

−

九
七
頁

11 

「
田
村
俊
子
「
生
血
」
／
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
〈
性
〉」（『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
日
本
近
代
文
学
』　

翰
林
書
房
）
一
九
九
八
年　

九
八

− 
 

 

一
〇
一
頁

12 

「
尾
崎
翠
と
少
女
小
説
―
新
し
く
発
見
さ
れ
た
一
群
の
テ
ク
ス
ト
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
定
本
尾
崎
翠
全
集
』　

下
巻　

筑
摩
書
房 

） 
 

 

一
九
九
八
年　

四
三
九

−

四
五
三
頁

13 
M

oden Japanese　

Literature and the “Rivalry Betw
een the Sexes” : O

n Tam
ura Toshiko’s “Ikichi”(Life Blood)   

 
 

Gender and Japanese H
istory, Volum

e 2. O
saka U

niversity Press 1999　

pp.253-280

14 

「
琉
歌
と
和
歌
と
い
う
境
界
―
共
同
体
、
身
体
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
象
を
め
ぐ
っ
て
」（『〈
短
歌
と
日
本
人
４
〉　

詩
歌
と
芸
能
の
身
体  

 

感
覚
』　

岩
波
書
店
）
一
九
九
九
年　

一
九
八

−

二
四
三
頁

15 

「
吉
屋
信
子
『
私
の
雑
記
帳
』
解
説
」（『
女
性
の
見
た
近
代　

第
一
期
第
二
一
巻　

吉
屋
信
子　

私
の
雑
記
帳
』　

ゆ
ま
に
書
房
） 
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二
〇
〇
〇
年　

四
一
〇

−

四
一
三
頁

16 
「
Ⅳ
作
家
別
研
究
の
現
在
・
田
村
俊
子
」（『
女
性
文
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
世
界
思
想
社
）
二
〇
〇
〇
年　

一
〇
七

−

一
一
二
頁

17 
「
山
城
正
忠
『
九
年
母
』　

解
説
」（『
沖
縄
文
学
選
―
日
本
文
学
の
エ
ッ
ジ
か
ら
の
問
い
』　

勉
誠
出
版
）
二
〇
〇
三
年　

三
八

− 
 

 

四
〇
頁

18 

「
目
取
真
俊
『
虹
の
鳥
』
論
―
日
常
の
細
部
を
浸
潤
す
る
〈
暴
力
〉」（『
沖
国
大
が
ア
メ
リ
カ
に
占
領
さ
れ
た
日
―
８
・
１
３
米
軍
ヘ  

 

リ
墜
落
事
件
か
ら
見
え
て
き
た
沖
縄
／
日
本
の
縮
図
』
青
土
社
）
二
〇
〇
五
年　

二
四
一

−

二
五
七
頁

19 

「
Ｙ
・
Ｙ
カ
ン
パ
ニ
ー
論
」（『
往
復
書
簡　

宮
本
百
合
子
と
湯
浅
芳
子
』
翰
林
書
房
）
二
〇
〇
八
年　

五
八
五

−

六
七
九
頁

20 

『
新
編
日
本
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
11 

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
文
学
批
評
』（「
女
の
首
」
抄
録
）
共
著　

岩
波
書
店　

二
〇
〇
九
年　

九
七 

 
 

−

一
〇
八
頁

21 

「
解
題
」（『
田
村
俊
子
全
集
』
第
一
巻　

五
六
七

−

五
九
〇
頁
、
第
三
巻　

三
六
七

−

三
九
〇
頁
、
第
七
巻　

七
四
一

−

七
五
七
頁
、

 

第
八
巻　

九
二
一

−

九
七
七
頁
、
第
九
巻　

七
二
三

−

七
四
五
頁
、
七
八
三

−

七
九
七
頁　

ゆ
ま
に
書
房
）
二
〇
一
二
～
二
〇
一
七  

 

年

22 

「
尾
崎
翠
と
少
女
た
ち
の
時
空 

―
「
変
な
女
の
子
」
は
ど
こ
か
ら
来
て
／
ど
こ
へ
行
っ
た
か
？
」（『
尾
崎
翠
を
読
む　

講
演
篇
Ⅰ
』  

 

今
井
出
版
）
二
〇
一
六
年　

一
〇
四

−

一
二
五
頁

23 

「
崎
山
多
美
の
文
体
戦
略　

―
「
シ
マ
コ
ト
バ
で
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
」
を
切
り
口
に
」（『
沖
縄
国
際
大
学
公
開
講
座
26 

し
ま
く
と
ぅ 

 
 

ば
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
』
沖
縄
国
際
大
学
公
開
講
座
委
員
会
）
二
〇
一
七
年　

一
一
三

−

一
四
七
頁

24 

「
白
鸚
鵡
・
解
説
」（『
白
鸚
鵡　

吉
屋
信
子
少
女
小
説
集
3
』 
文
遊
社
）
二
〇
一
八
年　

二
九
九

−

三
一
八
頁

25 

「
尾
崎
翠
」
九
四
頁
、「
金
子
み
す
ず
」
七
八
頁
、「
高
村
智
恵
子
」
三
一
八

−

三
一
九
頁
、「
田
村
俊
子
」
三
二
三
頁
、「
秋
元
松
代
」  

 

九
頁 （『
岩
波　

女
性
学
事
典
』
岩
波
書
店
）
二
〇
〇
二
年

26 

「
高
村
智
恵
子
」（『
日
本
女
性
史
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
）
二
〇
〇
八
年　

四
五
五
頁
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Ⅲ　

学
術
雑
誌
掲
載
論
文
等

1 
「「
智
恵
子
抄
」
試
論—

高
村
智
恵
子
と
近
代
」（『
法
政
大
学
大
学
院
紀
要
』
一
三
号 　

一
九
八
四
年
十
月
）
五
一

−

七
三
頁

2 

「
遊
女
」
か
ら
「
女
作
者
」
へ
―
―
田
村
俊
子
に
お
け
る
自
己
定
立
の
位
置
を
め
ぐ
っ
て
」（『
法
政
大
学
大
学
院
紀
要
』
一
四
号　

  
 

一
九
八
五
年
三
月
）
七
一

−

七
八
頁

3 

「
田
村
俊
子
ノ
ー
ト　

―
平
塚
ら
い
て
う
・
森
田
草
平
の
『
炮
烙
の
刑
』
論
争
を
中
心
に
」（『
日
本
文
学
論
叢
』
別
冊　

一
九
八
七  

 

年
三
月
）

4 

「
津
島
佑
子
論
―
「
寵
児
」
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」（『
而
シ
テ
』 

一
八
号　

一
九
八
七
年
十
月
）
六
四

−

七
二
頁

5 

「
渡
加
前
後
の
田
村
俊
子 : 
俊
子
、
悦
書
簡
・
日
記
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
文
學
誌
要
』
三
八
号　

一
九
八
七
年
十
二
月
）
一
二

−

 

一
八
頁

6 

「「
煤
煙
」
と
そ
の
周
辺

−

「
前
編
」/「
後
編
」
の
破
綻
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
」（『
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
紀
要　

国
文
学
篇
』
一
八  

 

巻
二
号　

一
九
八
九
年
十
二
月
）
八
三

−

一
〇
七
頁

7 

「
大
正
期
少
女
小
説
か
ら
通
俗
小
説
へ
の
一
系
譜
―
吉
屋
信
子
の
「
女
の
友
情
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
紀
要　

  
 

国
文
学
篇
』
一
九
巻
一
号　

一
九
九
〇
年
八
月
）
六
五

−

八
九
頁

8 

「
ベ
ッ
ド
の
中
の
戦
場
」（『
群
像
』
四
五
巻
六
号　

一
九
九
〇
年
六
月
）
二
五
二

−

二
五
六
頁

9 

「
田
村
俊
子
と
女
弟
子
―
新
発
見
の
湯
浅
芳
子
日
記
・
書
簡
を
め
ぐ
っ
て
」（『
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
紀
要　

国
文
学
篇
』
一
九
巻  

 

二
号　

一
九
九
一
年
三
月
）
一
三
三

−

一
五
九
頁

10 

「
田
辺
聖
子
私
論
」（『
季
刊
フ
ェ
ミ
ナ
』
一
〇
号
、
学
習
研
究
社 
一
九
九
一
年
七
月
）
一
四
八

−

一
五
七
頁

11 

「
尾
崎
翠
と
そ
の
周
辺
〈
老
嬢
の
い
る
風
景
〉」（『
季
刊
女
子
教
育
も
ん
だ
い
』
六
一
号　

一
九
九
四
年
十
月
）
二
四

−

三
二
頁

12 

「『
女
声
』
と
そ
の
周
辺
―
日
中
十
五
年
戦
争
下
の
文
学
の
比
較
・
交
流
研
究
」（
沖
縄
県
人
材
育
成
財
団
編
『
国
内
・
国
外
派
遣
研  

 

究
員
研
究
報
告
書
』
四　

一
九
九
五
年
三
月
）
四
二

−

六
二
頁

13 

「〈
平
塚
ら
い
て
う
〉
と
い
う
身
体
の
周
辺
―
「
解
剖
学
的
ま
な
ざ
し
」「
処
女
」「
貞
操
」「
純
潔
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」」（『
日
本
近
代
文  
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学
』
五
三
集　

一
九
九
五
年
十
月
）
二
〇
七

−

二
一
三
頁

14 
「
親
指
P
と
の
対
話
―
「
優
し
い
去
勢
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
群
像
』
五
二
巻
五
号
）
一
九
九
七
年
五
月
）
二
九
二

−

三
〇
九
頁

15 
「
崎
山
多
美
の
「
ゆ
ら
て
ぃ
く
ゆ
り
て
ぃ
く
」
を
〈
ゆ
ん
た
く
ひ
ん
た
く
〉
読
む
」（『
ユ
リ
イ
カ
』
三
三
巻
九
号　

二
〇
〇
一
年
八  

 

月
）
一
八
八

−

一
九
四
頁

16 

「
女
性
芸
術
雑
誌
『
番
紅
花
』
と
尾
竹
一
枝
」（『
彷
書
月
刊
』
一
七
巻
二
号　

二
〇
〇
一
年
一
月
）
一
四

−

一
九
頁

17 

「
咲
き
揃
う
女
／
母
／
労
働
者
─
「
道
標
」
期
前
後
の
宮
本
百
合
子
テ
キ
ス
ト
に
見
る
女
性
表
象
」『
立
命
館
言
語
文
化
研
究
』
第 

 
 

一
六
巻
二
号　

二
〇
〇
四
年
十
月
）
二
五

−

五
一
頁

18 

「la m
ém

oire de la terre

」『VACARM
E

』33, octobre 2005. P96-98

19 

「
田
辺
評
伝
の
魅
力
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
別
冊
（
特
集
・
田
辺
聖
子—

戦
後
文
学
へ
の
新
視
覚
）
二
〇
〇
六
年
七
月　

九
五  

 

−

一
〇
七
頁

20 

「
尾
崎
翠
の
新
資
料
解
題
・「
雪
の
上
」」（『
尾
崎
翠
フ
ォ
ー
ラ
ム2006in

鳥
取
報
告
集
』　vol.6　

二
〇
〇
六
年
十
二
月
）
四
七

−  
 

四
八
頁

21 

「
宮
本
百
合
子
ノ
ー
ト 

中
條
葭
江
「
欧
州
旅
日
記
と
「
旅
日
記
の
中
よ
り
」
の
異
同
を
め
ぐ
っ
て
」（『
沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日 

 
 

本
文
学
研
究 

』
一
六
巻
一
号　

二
〇
一
一
年
十
月
）
七
九

−

一
一
一
頁

22 

「
宮
本
百
合
子
ノ
ー
ト(

2)

『
葭
の
影
』
と
そ
の
周
辺—

中
條
精
一
郎
著
「
中
條
葭
江
略
伝
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
沖
縄
国
際
大
学 

 
 

日
本
語
日
本
文
学
研
究 

』
一
六
巻
二
号　

二
〇
一
二
年
三
月
）
六
三

−

七
四
頁

23 

「
吉
屋
信
子
と
郡
立
栃
木
女
子
高
等
学
校

−

台
覧
作
文
、
校
友
会
寄
稿
文
、
講
演
記
録
な
ど
」（『
沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日
本
文
学  

 

研
究 

』
二
〇
巻
二
号　

二
〇
一
六
年
三
月
）
八
九

−

一
〇
七
頁

24 

「
田
村
俊
子
と
汪
精
衛

−

『
雙
照
樓
詩
詞
藁
』
の
三
篇
の
詩
を
め
ぐ
っ
て
」（『
沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究 

』
二
二
巻
一  

 

号　

二
〇
一
七
年
九
月)

一
二
五

−

一
三
二
頁

25 

「
崎
山
多
美
と
「
四
つ
の
名
前
」（
付
・
略
歴
、
著
作
リ
ス
ト
）（『
社
会
文
学
』
五
〇
号　

二
〇
一
九
年
七
月
）
五
二

−

五
六
頁
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Ⅳ　

書
評
・
そ
の
他

1 

「「
智
恵
子
抄
」
へ
の
旅
」（『
墨
』
特
集
高
村
光
太
郎

−

書
と
そ
の
造
形　

一
九
八
五
年
三
月
）
六
一

−

六
八
頁

２ 

「
富
岡
多
恵
子
著
「
水
獣
」（『
週
刊
読
書
人
』
一
九
八
六
年
一
月
六
日
）

３　
「
吉
屋
信
子
と
栃
木
」『
う
づ
ま
っ
こ
』
一
九
八
六
年
十
一
月　

三
九

−

四
三
頁

４ 

「
岩
織
政
美
著
「
永
島
暢
子
の
生
涯
」」（『
図
書
新
聞
』
五
六
七
号　

一
九
八
七
年
十
一
月
七
日
）
九
面

５ 

「
文
学
作
品
に
見
る
性
の
荒
野
」（『
'86
性
の
研
究
会
レ
ポ
ー
ト
』
大
阪
府
立
婦
人
会
館　

一
九
八
七
年
三
月
）
一
〇
五

−

一
二
二
頁

６ 

「
年
譜
」（『
田
村
俊
子
作
品
集
』
第
三
巻　

オ
リ
ジ
ン
出
版
セ
ン
タ
ー　

一
九
八
八
年
）
四
四
五

−

四
六
五
頁

７ 

「
田
村
俊
子
と
智
恵
子
」（『
彷
書
月
刊
』
一
九
八
八
年
九
月
）
一
一

−

一
三
頁

８ 

「
田
村
俊
子
と
上
海—

晩
年
の
足
跡
を
訪
ね
て
」（『
図
書
新
聞
』
六
一
六
号　

一
九
八
八
年
十
一
月
十
二
日
）
八
面

９ 

「〈
視
線
〉
の
辛
辣
―
女
性
と
性
表
現
の
現
在
」（『
週
刊
読
書
人
』
一
七
七
三
号　

一
九
八
九
年
三
月
六
日
）

10　
「
ベ
ッ
ド
の
中
の
闇
」（『
季
刊
フ
ェ
ミ
ナ
』
第
一
巻
四
号　

一
九
九
〇
年
二
月
）
二
六
八

−

二
七
四
頁

11 

「
ボ
デ
ィ
・
ビ
ル
と
自
然
」（『
フ
ェ
ミ
ー
ナ
』
四
号　

一
九
九
〇
年
六
月
）
三

−

六
頁

12 

「
唐
獅
子
」（『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
一
九
九
〇
年
一
月
～
六
月
）

13 

「
ヴ
ィ
ヴ
ァ
・
ヘ
ル
メ
ス
」（『
季
刊　

へ
る
め
す
』
一
九
九
〇
年
一
月
）
四
二

−

四
三
頁

14 

「
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー　

昨
日
今
日
明
日
「
鶴
ち
ゃ
ん
と
ビ
ー
ト
た
け
し
の
女
」」（『
琉
球
新
報
』
一
九
九
〇
年
一
月
二
十
四
日
）
四
面

15 

「
田
辺
聖
子　

人
と
作
品

−

し
な
や
か
な
叛
骨
」（『
青
春
と
読
書
』
二
五
巻
七
号　

一
九
九
〇
年
七
月
）
七

−

一
一
頁

16 

「
差
異
の
ダ
ブ
ル
ク
ロ
ス
―
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
批
評
の
実
践
」（『
週
刊
読
書
人
』
一
八
五
〇
号　

一
九
九
〇
年
九
月
十
七
日
）
五
頁

17 

「
レ
ナ
ー
テ
・
D
・
ク
ラ
イ
ン
編
『
不
妊
』」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
六
九
七
号　

一
九
九
一
年
五
月
二
十
四
日
）
一
八
二
頁

18 

「
女
性
表
現
の
深
層　

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
彼
方
」（『
週
刊
読
書
人
』
一
八
八
九
号　

一
九
九
一
年
七
月
一
日
）
六
頁

19 

「
魔
術
の
本
」（『
翻
訳
の
世
界
』
一
六
巻
七
号　

一
九
九
一
年
七
月
）
七
八
頁
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20 

「
田
村
俊
子
著
書
目
録
」（『
田
村
俊
子
』
講
談
社
文
芸
文
庫　

一
九
九
四
年
）
三
三
二

−
三
三
三
頁

21 
「
男
性
作
家
を
読
む
」（『
週
刊
読
書
人
』
二
〇
六
〇
号　

一
九
九
四
年
十
一
月
十
八
日
）

22 
「
池
澤
夏
樹
―
詩
的
文
学
者
」（『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
一
九
九
六
年
十
二
月
十
一
日
）
十
二
面

23 

「
沖
縄
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
象
と
し
て
の
〈
お
ば
ぁ
〉
考

−

大
城
立
裕
「
亀
甲
墓
」
を
基
点
に
」（『
文
学
時
評
』
一
一
七
号　

 
 

 

一
九
九
七
年
十
一
月
二
十
日
）
一
頁

24 

「
新
刊
紹
介　

中
山
和
子
・
江
種
満
子
編
『
総
力
討
論
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
読
む
「
或
る
女
」」（『
国
文
学　

 

解
釈
と
鑑
賞
』
一
九
九
八 

 
 

年
九
月
）
一
七
七
頁

25 

「
一
九
九
八
年
夏
、
沖
縄
／
鳥
堀
交
差
点
」（『
群
像
』
五
三
巻
一
〇
号　

一
九
九
八
年
十
月
）
四
〇
〇
頁

26 

「〈
首
里
城
〉
と
い
う
メ
タ
フ
ァ
ー
」（『
群
像
』
五
三
巻
一
一
号　

一
九
九
八
年
十
一
月
）
三
三
八
頁

27 

「「
曼
陀
羅
」
と
「
巨
大
ひ
ん
ぷ
ん
」」（『
群
像
』
五
三
巻
一
二
号　

 

一
九
九
八
年
十
二
月
）
二
八
七
頁

28　
「
Ⅳ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
現
在
・
日
本
の
女
性
作
家
た
ち
（『
新
・
社
会
人
の
基
礎
知
識
１
０
１
』
新
書
館
）」
二
〇
〇
〇
年
一
七
八

−
 

一
七
九
頁

29　
「
ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー 

上
杉
省
和
著
「
智
恵
子
抄
の
光
と
影
」」『
日
本
近
代
文
学
』
六
二
集　

二
〇
〇
〇
年
五
月　

二
六
三
頁

30 

「 

学
内
民
主
主
義
は
機
能
し
た
か　

上
・
下
―
検
証
・
ヘ
リ
墜
落
か
ら
10
ヵ
月
余
」（『
琉
球
新
報
』
二
〇
〇
五
年
七
月
四

−

五
日
）  

 

二
一
面
、
一
七
面

31 

「
一
度
も
な
か
っ
た
「
戦
後
」
―
沖
縄
・
米
軍
ヘ
リ
墜
落
事
故
か
ら
1
年
」（『
東
京
新
聞
』
夕
刊　

二
〇
〇
五
年
八
月
十
九
日
）

 

八
面

32 

「
沖
国
大
ヘ
リ
墜
落　

こ
の
一
年
で
見
え
た
こ
と
」（『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
〇
五
年
八
月
二
十
三
日
）
一
三
面

33 

「
尾
崎
翠
と
少
女
た
ち
の
時
空
」（『
尾
崎
翠
フ
ォ
ー
ラ
ム2006in
鳥
取
報
告
集
』　vol.6　

二
〇
〇
六
年
）
九

−

二
二
頁

34 

「
書
評
リ
プ
ラ
イ
（『
論
叢
ク
ィ
ア
』
第
一
号
掲
載
の
書
評
に
対
し
て
）『
往
復
書
簡　

宮
本
百
合
子
と
湯
浅
芳
子
』」（『
論
叢
ク
ィ
ア
』

 

第
三
号　

二
〇
一
〇
年
）
一
八
四

−

一
九
一
頁

35 

「
崎
山
多
美
著
「
月
や
、
あ
ら
ん
」」（『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
二
〇
一
二
年
十
二
月
二
十
二
日
）
二
一
面
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36 

「
解
説
に
代
え
て
」（
大
野
隆
之
『
沖
縄
文
学
論 : 

大
城
立
裕
を
読
み
直
す
』
編
集
工
房
東
洋
企
画　

二
〇
一
六
年
三
月
）

37 
「
大
島
真
寿
美
「
ツ
タ
よ
、
ツ
タ
」」（『
中
日
新
聞
』
夕
刊 

二
〇
一
六
年
十
一
月
十
一
日
）
九
面

38　
「
冨
永
悠
介
〈
あ
い
だ
〉
に
生
き
る　

あ
る
沖
縄
女
性
を
め
ぐ
る
経
験
の
歴
史
学
」『
越
境
広
場
』
六
号　

二
〇
一
九
年
九
月

 

二
〇
二

−

二
〇
四
頁

39 

「「
劇
団
青
い
鳥
」
公
演
に
寄
せ
て
」（『
琉
球
新
報
』
二
〇
二
〇
年
二
月
二
十
九
日
）
一
七
面

40 

「
島
尾
ミ
ホ
・
再
訪
」（『
南
島
文
化
研
究
所
所
報
』
六
五
号　

二
〇
二
〇
年
三
月
）
八
頁

41 

「「
山
口
組
姉
」
と
の
出
会
い
と
別
れ
」（
山
口
美
代
子
聞
き
書
き
の
会
編
『
M
・
Y
の
軌
跡

−

資
料
と
女
性
史
ひ
と
す
じ
の
道
』　 

 
 

二
〇
二
〇
年
）
一
〇
三

−

一
〇
六
頁

Ⅴ　

対
談
・
座
談
会
等

1 

「
近
代
恋
愛
の
罠
を
暴
く
文
芸
批
評
の
新
星
」（
島
崎
今
日
子
『
女
学
者
丁
々
発
止
―
わ
れ
い
か
に
し
て
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
に
な
り
し 

 
 

や
＆
な
ら
ざ
り
し
や
』
学
陽
書
房　

一
九
九
〇
年
）
五
九

−

七
七
頁

2 

「
対
談
・
情
念
の
シ
ス
テ
ム
は
超
え
ら
れ
る
か
」（
小
倉
千
加
子
『
対
談　

偽
悪
者
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
』
学
陽
書
房　

一
九
九
一
年
）

 

二
二
三

−

二
五
三
頁

3 

「
鼎
談　

愛
と
生
存
の
か
た
ち
―
湯
浅
芳
子
と
百
合
子
の
場
合 (
特
集
＝
宮
本
百
合
子
の
新
し
さ)

」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』 

 

71(

4)　

 

二
〇
〇
六
年
四
月
）
六

−

二
七
頁

4 

「
座
談
会 

・
沖
縄
―
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
の
文
学
（
特
集
「
復
帰
」
35
年
オ
キ
ナ
ワ
の
「
心
熱
」）（『
す
ば
る
』
29
（
2
）　

二
〇
〇
七
年  

 

二
月
）
一
七
二

−

一
九
一
頁

5 

「
座
談
会 

文
学
的
想
像
力
を
通
じ
て
〈
岐
路
〉
を
問
い
直
す (

特
集 「
生
き
る
技
法
」
と
し
て
の
文
化
／
想
像
力 : 〈
岐
路
〉
に

 

あ
っ
て
考
え
る)

（『
け
ー
し
風 

新
沖
縄
フ
ォ
ー
ラ
ム
』 

九
一
号　

二
〇
一
六
年
七
月
）
六

−

一
九
頁
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Ⅵ　

学
会
発
表
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
共
同
研
究
ほ
か

1 
「〈
制
度
〉
と
し
て
の
『
智
恵
子
抄
』」（
日
本
文
学
協
会
（
第
六
回
研
究
発
表
）
於
：
学
習
院
大
学
）
一
九
八
六
年
六
月

2 

「
渡
加
前
後
の
田
村
俊
子
」（
法
政
大
学
国
文
学
会　

於
：
法
政
大
学
）
一
九
八
七
年
七
月

３　
「
日
本
近
代
文
学
に
見
る
性
愛
の
問
題

−

田
村
俊
子
を
中
心
と
し
て
」（
於　

大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
）
ト
ヨ
タ
財
団
平
成
三
年
研 

 

究
助
成
金
「
日
本
に
お
け
る
性
役
割
分
担
の
史
的
研
究
」
脇
田
晴
子
（
研
究
代
表
）
一
九
九
三
年
七
月
六

−

八
日

4 

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
沖
縄
で
書
く
こ
と

−

何
を
ど
う
書
く
か
」
司
会
」（
沖
縄
文
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
沖
縄
・
土
着
か
ら
普
遍
へ

−

多  
 

文
化
主
義
時
代
の
表
現
の
可
能
性
」）　

一
九
九
六
年
十
二
月
十
六
日

5 

「〈
花
物
語
〉
と
い
う
過
剰
」（
日
本
近
代
文
学
会
十
一
月
例
会　

於
：
大
妻
女
子
大
学
）
二
〇
〇
二
年
十
一
月
三
十
日

6 

「
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
沖
縄
を
め
ぐ
る
発
話
の
位
置
」The Position of Speech concerning O

kinaw
a　

司
会
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

 

（
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
タ
イ
フ
ー
ン2004 in 

沖
縄　

於
：
琉
球
大
学
）
二
〇
〇
四
年
七
月
九
日

7 

「
宮
本
百
合
子
作
品
に
み
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
揺
ら
ぎ
―
―
「
咲
き
揃
う
女
／
母
」
の
表
象
を
め
ぐ
っ
て
」

 

（
第
一
二
九
回
シ
マ
研
究
会
発
表
会　

発
表　

於
：
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所
）
二
〇
〇
四
年
七
月
十
二
日

8 

「
咲
き
揃
う
女
／
母
／
労
働
者
―｢

道
標｣

期
前
後
の
宮
本
百
合
子
テ
キ
ス
ト
に
見
る
女
性
表
象
」」（
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

プ
ロ
ジ
ェ

 

ク
ト
A1 

労
働
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化 

パ
ー
ト
3 

ア
ン
ペ
イ
ド
・
ワ
ー
ク　

2004　

於
：
立
命
館
大
学
）
二
〇
〇
四
年
十
二
月
十
三
日

9 

「
沖
縄
国
際
大
学　

緊
急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
沖
国
大
が
ア
メ
リ
カ
に
占
領
さ
れ
た
日
―
８

・１
３
米
軍
ヘ
リ
墜
落
事
件
と
住
民
の
「
知
る

 

権
利
」
～
地
域
と
大
学
の
か
か
わ
り
を
考
え
る
～　

司
会
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」（
於
：
沖
縄
国
際
大
学
）
二
〇
〇
五
年
五
月
七
日

10 

「〈
Ｙ
・
Ｙ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
〉
と
い
う
絆
―
宮
本
百
合
子
・
湯
浅
芳
子
の
往
復
書
簡
に
み
る
女
性
同
士
の
共
同
性
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」

 

（
日
本
近
代
文
学
会　

11
月
例
会　

於
：
上
智
大
学
）
二
〇
〇
八
年
十
一
月
二
十
二
日

11 

「
尾
崎
翠
と
少
女
た
ち
の
時
空
」（
尾
崎
翠
フ
ォ
ー
ラ
ム2006in

鳥
取　

於
：
鳥
取
県
民
文
化
会
館
）
二
〇
〇
六
年
七
月
八
日

12 

「
吉
屋
信
子
と
少
女
た
ち
の
地
下
同
盟
―
〈
黒
薔
薇
〉
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
戦
略
」（
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究  

 

会　

於
：
同
志
社
大
学
）
二
〇
一
六
年
三
月
六
日
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13 

「
言
葉
と
被
傷
性
─
─
ク
ィ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
現
在
と
文
学
研
究　

デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
」（
日
本
近
代
文
学
会
一
一
月
例
会　

  
 

於
：
成
蹊
大
学
）
二
〇
一
六
年
十
一
月
二
十
六
日

14　
「
田
村
俊
子
と
『
女
声
』
の
周
辺
―
日
中
戦
争
下
の
文
学
の
比
較
・
交
流
研
究
」（
第
三
九
回
南
島
文
化
市
民
講
座　

二
〇
一
七
年
度 

 

協
定
校
間
国
際
学
術
交
流
講
演
会　

於
：
沖
縄
国
際
大
学
）　

二
〇
一
七
年
十
二
月
九
日

15 

「「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
抗
う

−

女
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
そ
し
て
文
学
を
め
ぐ
る
対
話
」　

松
浦
理
英
子
を
め
ぐ
る
対
話

−

『
親
指  

 

P
の
修
行
時
代
』
と
そ
の
後
の
旅
」（YoRAP

プ
ロ
グ
ラ
ムICU

　

於
：
国
際
基
督
教
大
学
）
二
〇
一
八
年
三
月
四
日

16 

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

崎
山
多
美
〈
現
代
沖
縄
文
学
の
た
く
ら
み
〉　

司
会
」（
日
本
社
会
文
学
会
秋
季
大
会　

於
：
沖
縄
国
際
大
学
）  

 

二
〇
一
八
年
十
一
月
十
日

17 

「
朱
彩
雲
〈
田
村
（
佐
藤
）
俊
子
の
上
海
・
北
京
・
南
京

−1938
年

12
月

～1942
年

5
月
ま
で

〉　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
」（
植 

 
 

民
地
文
学
会
・ 

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
植
民
地
と
し
て
の
女
性
」　

於
：
早
稲
田
大
学
）
二
〇
一
九
年
七
月
七
日

18 

「
稲
福
日
出
夫
「
厳
密
で
な
い
学
問
の
価
値
」
に
つ
い
て

−

最
終
講
義
ノ
ー
ト
を
も
と
に

−　

司
会
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
」

 

（
第
二
〇
七
回
シ
マ
研
究
会　

於
：
沖
縄
国
際
大
学　

南
島
文
化
研
究
所
会
議
室
）
二
〇
一
九
年
一
月
二
十
一
日

19 

文
部
科
学
研
究
費
に
お
け
る
基
盤
研
究
B　
「
ア
メ
リ
カ
占
領
下
に
お
け
る
沖
縄
文
学
の
基
礎
的
研
究
」（
共
同
研
究
）　

琉
球
大
学

　

 

仲
程
昌
徳
（
研
究
代
表
）　

二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
五
年

Ⅶ　

講
演
・
社
会
活
動
な
ど

1 

『
ひ
か
り
ぐ
る
ま
』
編
集
・
発
行　

創
刊
号
（
一
九
七
八
年
四
月
五
日
）、
秋
季
号
（
一
九
七
八
年
九
月
一
日
）

2 

「
逆
光
の
『
智
恵
子
抄
』
を
め
ぐ
っ
て
」（
東
京
都
国
立
市
公
民
館
・
市
民
講
座
）
一
九
八
六
年
六
月

3 

「
文
学
作
品
に
お
け
る
性
の
荒
野
」（
大
阪
府
立
婦
人
会
館
女
性
学
講
座
「
性
の
研
究
会
」
第
7
回
講
師
）
一
九
八
六
年
十
二
月
十
三  

 

日
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4 

那
覇
市
「
働
く
婦
人
の
家
」
女
性
学
講
座
講
師
（
於
：
那
覇
市
働
く
婦
人
の
家
）
一
九
八
九
年
九
月
～
一
九
九
一
年
三
月

5 
那
覇
市
女
性
学
専
門
委
員
会
委
員
（
於
：
那
覇
市
役
所
）
一
九
九
〇
年
五
月
～
一
九
九
二
年
三
月

６ 
「『
女
声
』
と
そ
の
周
辺
―
日
中
十
五
年
戦
争
下
の
文
学
の
比
較
・
交
流
研
究
」（「
世
界
の
中
の
女
性
」
沖
縄
県
人
材
育
成
財
団
国
外  

 

派
遣
員
の
研
究
報
告　

於
：
那
覇
市
働
く
婦
人
の
家
）
一
九
九
三
年
三
月

７ 

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
占
領
と
文
学
』
実
行
委
員
（
日
本
社
会
文
学
会
主
催　

於
：
沖
縄
タ
イ
ム
ス
ホ
ー
ル
ほ
か
）
一
九
九
一
年

 

十
一
月
十
六
日
～
十
七
日

８ 

新
沖
縄
文
学
賞　

第
一
次
選
考
委
員
・
選
評
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
）
一
九
九
四
年
～
二
〇
〇
一
年

９ 

「「
オ
ト
メ
の
身
体
」
を
め
ぐ
っ
て
」（
那
覇
市
首
里
図
書
館　

第
四
八
回
読
書
週
間
「
講
演
と
ビ
デ
オ
の
集
い
」）
一
九
九
四
年
十
一  

 

月

10 

「
近
代
女
性
作
家
の
戦
略
と
戦
術
」（
沖
縄
国
際
大
学
公
開
講
座
「
女
性
研
究
の
展
望
と
期
待
」　

於
：
沖
縄
国
際
大
学
）
一
九
九
五  

 

年
六
月
十
七
日

11 

「「
フ
ォ
ー
ラ
ム
男
と
女
の
『
自
立
と
共
生
』」（
沖
縄
女
子
短
期
大
学
公
開
講
座
パ
ネ
リ
ス
ト　

於
：
沖
縄
女
子
短
期
大
学
） 

 
 

一
九
九
七
年
十
二
月
二
十
日

12 

「
性
役
割
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」（
宜
野
湾
市
主
催
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
女
と
男
―
新
し
い
生
き
方
を
求
め
て
―
」 

パ
ネ
リ
ス
ト
）
一
九
九
八
年  

 

一
月
二
六
日

13 

「
小
説
・
映
画
か
ら
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
（
男
同
士
の
絆
と
権
力
関
係
）
の
表
象
に
つ
い
て
考
え
る
」（
於
：
沖
縄
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

 

て
ぃ
る
る
）
二
〇
〇
四
年
二
月
三
日

14 

「
シ
マ
コ
ト
バ
の
文
体
戦
略
を
考
え
る
―
崎
山
多
美
の
「
ゆ
ら
て
ぃ
く　

ゆ
り
て
ぃ
く
」
を
〈
ゆ
ん
た
く
ひ
ん
た
く
〉
読
み
な
が
ら
」

 

（
北
中
城
じ
ん
ぶ
ん
大
学
・
第
三
九
回
講
座　

於
：
大
城
公
民
館
）
二
〇
一
九
年
十
一
月
二
十
八
日
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